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令和６年４月２日 

 

次期開成町総合計画 関係団体ヒアリング実施結果概要 

 

１．実施要領 

（１）目的 

次期開成町総合計画の計画策定にあたり、町内の団体・組織のニーズ把握を目的として、関

係団体ヒアリングを実施する。ヒアリングの結果は、現行総合計画の政策分野ごとに整理した

上で、総合計画策定の基礎資料として活用する。 

 【参考（政策分野）】 

 ①子育て・教育、②健康・医療・生きがいづくり、③安全・安心、④自然環境、⑤都市機能と景

観、⑥産業と文化 

 

（２）日時、会場、対象団体 

 ①２月29日（木）10:00～19:30 

開成町消費者の会、上島自治会、開成町老人クラブ連合会、開成町スポーツ協会、下延沢

自治会、開成南小学校PTA 

 ②３月４日（月）11:00～12:00 

   小田急不動産 

 ③３月５日（火）15:30～19:30 

足柄上商工会、オリエンタルコンサルタンツ、青少年指導員 

※各団体に対して１時間程度でヒアリングを実施 

※会場は全て開成町役場 

 

（３）主な質問項目 

・ 開成町の現状や課題 

・ 団体の現状と課題 

・ 開成町の 10年後のありたい姿 

・ 本町のまちづくり全般について 等  

資料２ 



2 

 

２．ヒアリング実施結果要旨（各政策分野別に寄せられた主な意見等） 

 

 

 

 

 

 

  

（１）子育て、教育 

・ 急行停車駅であり、平坦で移動しやすく、南部は街並みが整備されており、北部には

風情と自然がある。保育園、学校も充実しており、各種補助金もある。 

・ 老人会と婦人会の活動が縮小してきた事もあり、子ども達と高齢者の世代間交流が

減少しつつある。 

・ 小学校でスポーツクラブに入っている子供は多いが、中学校進学後に該当する部活動

が少ないという課題がある。 

 

（２）健康・医療・生きがいづくり 

・ 巡回バスだと行き先が限られており、タクシー以外の地域の足が欲しいという声が一

部高齢者から寄せられている。 

・ 高齢者や障がい者が安心して暮らせるように、各施設のバリアフリー化を進めて欲し

い。 

・ 町民体育祭は地域内交流の貴重な場なので、若い人が参加できるようにやり方を見

直して継続してはどうか。 

 

（３）安全・安心 

・ 長年大きな災害は発生していないが、自治会の規模が縮小し、町役場の職員が減りつ

つある現状を考えると災害時の役割を再考することが必要なのではないか。 

・ 防災活動に参加するメンバーが固定化しており、形骸化している。集合住宅の住民に

会う機会が無い。コミュニティの希薄化が進んでおり、防災に限らず心配である。住民

同士のコミュニケーションがもっと必要である。 

 

（４）自然環境 

・ 移住者からは、環境面（自然環境、富士山、川、交通の便、買い物の便等）を高く評価す

る声が多い。 

・ 高齢化が進んでいる地域では、ゴミの個別回収を検討しても良いのではないかとの

声が出ている。 

・ 生活環境の問題も、基本は町民同士のコミュニケーションが重要である。 
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（５）都市機能と景観 

・ 町民の生活インフラは整備しつつ、田園風景と水とあじさいを守っていくことが、開成

町のシビックプライドに繋がるのではないか。 

・ 開成町の地域特性を活かした方が良い。自然もそうだが、開成町の強みは川ではない

か。水辺スポーツ公園など、水を活かしたまちづくりが考えられる。 

・ 新しい交通網の整備にあたっては、他の町との相互利用を考えた方が良い。 

・ 県西で小田原に次ぐ、第二の都市を目指すべきではないか。 

 

（６）産業と文化 

・ コンパクトさを活用したまちづくり、デジタルを活用したまちづくり、力のある個人事

業主を育てることができるまちづくりを目指すべきである。 

・ 稼ぐ力のあるプレーヤーが必要である。一市五町で連携してDMO（観光地域づくり

法人）を作ることも一考である。 

・ あじさい祭りを継続させつつ、どう洗練させていくかは大きな課題である。 

・ ビジネス的な発想ができる人を集めることが、開成町の発展に繋がる。ビジネスセン

スのある優秀な人達を引き付けるために、どうすれば良いのか考えることが重要であ

る。インフラ、ICT、物流環境だけでなく、食文化の充実も考えられる。 

 

（７）その他 

・ 多くの団体において、活動の担い手確保が大きな課題となっている。定年再雇用によ

り、65～70歳まで働く人が増えた影響もある。また、現役世代は、職場だけでなく家

庭での役割を求められる事が増えてきており、地域活動にまで手が回らないという実

情がある可能性もある。 

・ 担い手の負担を減らすため、活動をコンパクトにする団体も目立つ。 

 

 


